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「新年度にあたって」           校 長  佐々木 貴 子 

暖かな春の陽射しに雪も溶け、日一日と春の躍動を感じる季節となりま

した。 

 4月 7日、115名の新入生を迎え、全校生徒 342名、教職員 38名で、平

成 29 年度がスタート致しました。お子様のご進級、ご入学おめでとうご

ざいます。心よりお祝い申し上げます。本年度も教職員一丸となって、本

校教育の充実に精一杯頑張って参る所存でございます。どうぞ、私どもの

教育にご理解を頂き、ご協力、ご支援を賜りますようお願い申し上げます。 

 昨年は、本校の開校70周年の節目の年でした。保護者の皆様や関係者の

方々には大変お世話になりました。ここに改めてお礼を申し上げます。71

年目の今年は、80周年へ向けての新たなスタート地点に立ち、これまでの

歴史と伝統を受け継ぎながらも、新たな息吹を取り入れた教育を創造して

いかなければならないと考えております。   

本校の教育目標は、〔清新〕〔進取〕〔斉正〕〔親和〕の4つです。一般的には、このような教育目標は

あまり目にしたことがないのではないかと思いますが、この教育目標は開校以来、校訓というべき教育

上の理念として大切にしてきたものを根底にしています。その理念が「共創の学校」の理念です。これ

は、子どもが生き生きと、喜びを持って学びの場に臨み、「活動的で、協働的で、自己理解に基づいた

学び」を中心に、自らの学びを創りあげる（学びの共創性）。と同時に、子どもの「学び」にかかわる

生徒、教師、保護者、地域・社会の人々が有機的につながり、「子どもの学びの姿」を中心に、学び合

い、高まり合い、相互に機能していくことのできる場としての学校（学びの共創性）。という意味です。 

昨年の開校記念式典で、子どもたちにメッセージを下さった2期生の河口知商さんは、東京大学、つ

くば大学で教鞭を執られた後、現在は厦門大学大学院で中国の留学生の指導をしていらっしゃる現役の

教授です。河口さんは当時を思い出し、「終戦後の大変な時期ではあったが、いつも生徒たちは前向き

に考えて行動しており、それを教員が支えてくれていた。開校2年目には生徒会組織もできて、生徒会

主催の『夏の学校』が企画・運営され、夜間に男女がみんなで励まし合いながら山登りをしたことは今

でも忘れられない。」とお話し下さいました。昨年の子どもたちの活動の様子を見たり、3月の修了式で

2年生代表松浦隆斗君が「一年間を振り返ってみて、僕は『積極性』と『品性』を磨くことができた。」

と話すのを聞いたりして、この学びの共創性は脈々と受け継がれていると感じています。しかし、私た

ち教職員はこのことに甘んじることなく、「子どもの側（立場）に立った教育」をさらに推進していか

なければならないと考えております。 

一方、現在、全国的には附属学校の存在価値を問う声が挙がっています。このような声に真摯に応え

るため払拭するためにも、私たちは北海道教育大学附属札幌中学校の教員として、これからも北海道の

教育の発展に資するための努力と大学との一体的な教育研究を推進していかなければなりません。また、

さらに地域教育の「モデル校」としての活動も求められておりますので、保護者の皆様や関係者の方々

のご協力、ご支援は不可欠であると考えております。どうぞご理解の上、本年度もよろしくお願い申し

上げます。 



「新年度の初めに向けて ～青春～」  副校長  三 浦 英 悟 

今年度も継続して副校長をいたします、三浦英悟（みうら えいご）

と申します。附属札幌中学校勤務は、以前教諭として 7 年間勤務し、

一昨年度副校長を拝命して再度附属中勤務になりました。今年で３年

目になります。合計 10年目を迎えます。どうぞよろしくお願いいたし

ます。 

 

1年生の保護者の皆様、本日は、お子様のご入学おめでとうございま

す。併せまして、2年生、3年生の保護者の皆様、ご進級おめでとうご

ざいます。子どもたちは新しい年度を迎え、学年が変わり、ご家庭でも、

新たに挑戦する気持ちに満ち溢れていることと思います。やはり 4 月は、芽吹く春などと言われるよ

うに、このような気持ちが自然と湧き起ってくる時季だと思います。 

 

 さて、今年 3月に、新しい学習指導要領が公示されました。新しい学習指導要領では、変化の激しい

予測の困難な社会において、よりよい未来の社会を築き、自らの人生を切り拓いていくことのできる資

質・能力の育成が中心的な課題として捉えています。「何を知っているか」から、この知識を活用して

「何ができるか」への転換が求められています。この新学習指導要領が、平成 33 年度から完全実施に

なります。そこで本校では、地域のモデル校としての使命を担っているため、平成 30 年度から進めて

いくことにしました。昨年度、附属札幌中学校は開校 70 周年の節目を迎え、長く歴史を重ねてきた学

校です。この歴史を守るだけでなく、新たな気持ちで更に進んでいきたいと考えています。そこで、今

年度から、新しい学習指導要領を意識した教育課程を試行的に進めるにあたり、現状をしっかりと把握

し、先を見通して、いろいろな試みを進めていく所存です。 

私の好きな詩の一つに、サミュエル・ウルマンの「青春」という詩があります。 

「青春とは人生のある期間ではなく、心の有り様（よう）を言うのだ」という詩です。 

今年度の附属札幌中学校の「心の有り様」として、学校として目標を明確にし、そこに向けて歩み始

めることだと考えています。約 10年の単位を本校の学校教育の節目としております。昨年度開校 70周

年を迎え、今年度は、新たな 10 年のスタートの年となります。まさに、今年度が、附属札幌中学校の

「青春」の時期に入ろうとしていますので、これからも、本校の教育にご理解とご協力を、よろしくお

願いいたします。 

生徒の皆さん、年齢的には、青春の時期です。自分は、どのような「心の有り様」を描き、どのよう

に歩んでいくのかを考え、実りの多い 1年にして下さい。この新年度のスタートを大切にしてください。 

更なる成長・飛躍を期待しています。 

 

 



新任の教職員の紹介 
今年度も新しく着任した 12 名の教職員を迎え、新たな気持ちで教育活動を推進していきます。今後

ともよろしくお願いいたします。 

 

 

今年度の附属札幌中学校の教職員 
 

校    長  佐々木  貴 子 

  副 校 長  三 浦  英 悟 

  特別支援学級教頭  吉 呑  正 美 

  主 幹 教 諭  東    岳 史（社会） 

  特別支援学級主任  山 口    翔（特別支援） 

 

○第一学年 

主 任 Ａ組  佐 藤    敦（技術・家庭） 

       Ｂ組  松 原  順 哉（保健体育） 

       Ｃ組  山 口  修 司（英語） 

       Ｄ組  熊 谷  鮎 乃（特別支援） 

             髙 橋  正 年（保健体育） 

           鑓 水  美 穂（技術・家庭） 

今 田  琴 歌（養護教諭） 

講師  橘    葉 子（数学） 

               東 谷  美 子（国語） 

             岡 崎    茜（特別支援） 

             沖 野  峻 志（特別支援） 

             勝 沼  慎 也（特別支援） 

 
 

 

○第二学年  

主 任 Ａ組  長谷川  英 和（数学） 

       Ｂ組  鈴 木  真之介（国語） 

       Ｃ組  渡 辺  景 子（音楽） 

       Ｄ組  山 田  明 夏（特別支援） 

             伊 藤  雄 一（理科） 

           金 間  陽 子（美術）  

       講師  ゲッツ  秀 子（英語）  

           角 谷  隼 秀（社会） 

 

             

 

・社会科教諭     小林 和久 先生（札苗中より） 

・美術科教諭     金間 陽子 先生（あいの里東中より） 

・技術・家庭科教諭  鑓水 美穂 先生（手稲東中より） 

・特別支援学級担当教諭  山田 明夏 先生（中島中より） 

・国語科講師     東谷 美子 先生 

・社会科講師     角谷 隼秀 先生 

・英語科講師     ゲッツ秀子 先生 

・特別支援学級担当講師  沖野 峻志 先生 

・特別支援学級担当講師  勝沼 慎也 先生 

・事務職員参事    太田 晶久 さん（帯広畜産大学より） 

・事務職員      阿部 利子 さん 

・心の相談員     西本 英里奈さん（北海道教育大学大学院より） 

○第三学年  

主 任 Ａ組  新 井    拓（国語） 

       Ｂ組  柏    敬 太（英語） 

       Ｃ組  杉 本  泰 範（数学） 

       Ｄ組  中 禰  真 介（特別支援） 

             小 林  和 久（社会） 

小 路  美 和（理科） 

       講師  須 摩  朋 洋（理科） 

      

 

        

参 事  太 田  晶 久 

     事務補    法 月  和 子 

     校務補  渡 辺  真由美 

     校務補  阿 部  利 子 

      用務員  関 口  裕 昭 

   心の相談員   西 本  英里奈 



本校からのご協力のお願い 

例年、年度初めにお伝えしておりますが、以下の内容について改めて保護者の皆様にご確認いただ

き、ご協力をお願いいたします。 

 

本校行事、ＰＴＡ活動への参画について ～共にあゆむ姿勢を大切に～ 

 本校では、「共創の学校」の理念を大切にし、互いに学び合い、高まり合うことができる場としての

学校を目指しています。子どもの学びの姿を中心として、特に、保護者と教師が同じ方向に向かって子

どもたちの成長を見守っていきたいと願っております。お忙しいとは存じますが、学校で行われる様々

な活動に積極的に出席していただければ幸いです。保護者と学校が共にあゆむ姿勢を大切にする本校行

事、PTA活動への参画を今年度もお願いいたします。 

 

入校許可証について 

 学校での安全管理の徹底のため、来校者には入校手続きをお願いしております。保護者の皆様につき

ましては、入校証の提示によってその手続きを省かせていただいております。ご来校の際には入校証を

忘れずにご持参ください。 

 

欠席・遅刻等の連絡は直接お電話で 

 お子様が欠席または遅刻をする場合、必ず保護者の方から学校へ電話連絡をするようお願いいたしま

す。特に本校は広域通学ということもあり、子どもたちの安全管理を考えますと始業時の登校状況の確

認が必要です。朝のお忙しい時間帯とは思いますが、ご理解とご協力をお願いいたします。その際、教

職員の朝の打ち合わせが 8:25～8:35 に行われますので、8:15 までに連絡をしていただくようお願いい

たします。保護者の方と学級担任が、直接お話できることが理想と考えておりますので、ＦＡＸでの連

絡は極力ご遠慮ください。 

また、お子様が体調を崩したときなど、学校から早退しなければならない場合につきましては、保護

者の方にお迎えをお願いしております。確実に保護者の方と連絡が取れるよう「家庭環境調べ」の保護

者の連絡先につきましては、携帯電話等の番号を記載いただければ幸いです。 

 

個人情報ポリシーに関してご理解・ご協力を 

 本校では、生徒および保護者の方々の権利利益を保護するために、「個人情報の保護に関する法律」

および関連政省令、指針等に基づき個人情報保護に向けて取り組んでいます。個人情報につきましては、

その使用目的の範囲内で収集し、適正な管理と保護に努めておりますことにご理解ください。また、以

下の 3点につきまして、ご協力をお願いいたします。 

 

 （１）「家庭名簿」の配付について 

本校は広域通学という性質上、各ご家庭で電話連絡が必要となる場合が出てきます。そのため、

「家庭名簿」を、学級内限定として配付いたします。なお、取り扱いにつきましては、各ご家庭で

ご留意いただき、決して外部には漏らさないよう、お願いいたします。 

 

（２）「一斉連絡応答システム」について 

緊急時等の連絡手段として、本校では、「一斉連絡応答システム」を取り入れております。緊急

時のみならず、PTA 関係の連絡、修学旅行等における連絡等においても活用しているところです。

ご家庭で希望され、登録していただいた携帯電話やスマートフォンに、学校から一斉メールを配信



するものですが、流出することのないよう留意いたしますので、メールアドレスの登録にご協力く

ださい。なお、メールアドレスの変更などは、主幹教諭（東）までご連絡をお願いいたします。 

 

（３）研究紀要、学校だより、学年だより、ホームページ等における顔写真の掲載について 

本校は研究推進校として、子どもたちがよりよい学びをすすめるための研究に取り組むことが使

命の一つです。研究紀要の発行などを通じて全道・全国に発信しておりますが、この時、研究成果

を示すために、子どもたちが真剣に学ぶ姿を写真で掲載しております。また、この写真は、学校だ

よりやホームページ上にも転用されます。子どもたちの学ぶ姿、活動する姿が掲載されることをご

承知ください。 

また、学年だよりでは、子どもたちの作文を写真付きで掲載させていただく場合があります。学

年だよりは外部には配付せず、該当学年のご家庭にのみ配付するものです。ご理解いただければ幸

いです。 

 

以上、個人情報に関わる本校の方針と掲載のご依頼をさせていただきましたが、様々なご事情により、

顔写真の掲載等に不都合なご家庭がありましたら、主幹教諭（東）まで、ご連絡いただきますようお願

い申し上げます。 

 

本校駐車場の利用について 

 保護者の方が本校に来校される場合、多くの方が自家用車を使用されています。全校行事や小学校と

行事が重なるときなどは駐車場が混雑します。駐車場の利用について以下のようにお願いいたします。 

 □警備員や係員の指示に必ず従ってください。 

 □図の①、②の駐車場がいっぱいの場合は矢印に沿って通路の左側に寄せて縦列駐車をお願いします。 

  くれぐれも左右両側に駐車しないようお願いします（両側に駐車すると進めなくなります）。 

 □縦列駐車がいっぱいになった場合は、大学テニスコート横の③の駐車場を利用してください。 

 □お帰りの際は矢印の方向に一方通行でお進みください。 

 □×印及びバスベイには進入・駐車しないようお願いいたします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 駐車可能場所 

※警備員、担当者の指示に従ってくださ
い。 

※校舎前の駐車場に止められない場合は、
矢印の通路に駐車されても結構です。そ
の場合、左に寄せ、他の車が通れるよう
にしてください。 

※バスベイは駐車禁止となっております。 

① ② 

③

② 

コンビニ 



    

           

              
              

日（曜日） 行事等の予定 最終下校バス時刻（予定） 

1（土）～5（水） 春 季 休 業  

6（木） 新任式・始業式（簡易給食） 
2年 麻 14:10 栄路線 14:08 

3年 麻 16:15 栄路線 16:15 

7（金） 第 72回入学式 （簡易給食） 
2年 麻 16:10 栄路線 16:15 

3年 麻 16:50 栄路線 16:45 

8（土） 研究部春の集中部会  

9（日）   

10（月） 
学級写真撮影（全学年）、 

卒業アルバム個人写真撮影（3年） 
16:50 

11（火）  16:50 

12（水） 尿検査 1次、委員・専門局員選出、研究日        16:05 

13（木） 学力テスト（全学年） 16:50 

14（金） 口腔検査（全学年）、委員会・専門局会 16:50 

15（土）   

16（日）   

17（月） 

授業参観 13:45～ 

学級懇談会 14:50～ 

PTA学年委員会 15:50～ 

PTA各委員会・ふじづる委員会 16:20～ 

15:00 

18（火） 
全国学力・学習状況調査（3年）、 

内科検診（1年） 
16:50 

19（水） 
前期委員・専門局員承認式、内科検診（3年）、 

研究日 
 

20（木） 委員会・専門局会、内科検診（2年） 16:50 

21（金） 職員会議 15:20 

22（土） 

部活動結成集会（午前） 

※1年：希望者のみ、2・3年：加入者のみ 

PTA総会・ふじづる総会 13:10～ 

PTA各学年集会・各学年懇談会 14:20～       

PTA各委員会・ふじづる委員会  16:00～ 

PTA役員会 16:20～                       

1年 麻 11:15 栄路線 11:35 

2・3年 麻 12:00 栄路線 12:10 

23（日） ※部活動不可  

24（月） 教育相談① 15:45 

25（火） 
小・中・ふじのめ合同体位測定（全学年）、  

教育相談② 
15:45 

26（水） 教育相談③ 15:45 

27（木） 尿検査 2次、新任教員研究授業、研究日  

28（金） 委員会・専門局会 16:50 

29（土） 昭和の日 ※部活動可  

30（日） ※部活動可  

 

※職員会議、研究日においては、緊急時以外の電話はお取次できません。趣旨をご理解の上、電話はご

遠慮ください。どうぞご協力をお願いいたします。 


